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＜連絡事項＞

・特になし
＜患者様連絡事項＞

・竹洞　聡様～嫁様より9/27外泊訓練の希望あるが、外泊訓練は土日でなければ難しいこと伝え、了承している。また、気分高揚さ継続しており意見箱の回答を貰っていないと医事へ電話していることあります。トラブルないよう言動に注意していきましょう。
・佐々木　理佳様～個室希望あり、Ｄｒより家族の了承があれば可能とのこと。本日外泊予定のため、家族迎え時に情報提供してください
・長谷川　陽一様～母様より自己洗濯の希望あり。今後は自己洗濯するよう促してください。
・工藤　綾子様～日赤病院消化器内科受診し、持参薬に医療用麻薬が処方となっている。カルテへの記載方法は本人カルテに見本を入れている為そちらを参照して下さい。管理方法・管理票記載方法については下記に記載しているので確認してください。どちらも管理票のファイルへ貼ってあります。
＜要注目患者様ケース検討＞

・市川　真紀子様～感冒症状や生理のため倦怠感訴えています。ＳＳＴ中「過去から未来にかけて誰かが亡くなったように感じるんですけど、夢か現実かわからなくて。」と妄想様の発言聞かれています。
・松永　勘五郎様～治験薬の拒否や貼付部位の皮膚異常なし。SSTへも参加され促しで発言できています。引き続き精神症状の観察を行っていきましょう。
・上川原　豊様～スタッフへロッカーの鍵を必要ないからと渡している。理由問うと「青陽館体験利用時に私物を置いてきたから。」と話しています。また、自室で喫煙している様子あり注意おこなっています。SSTの最中、やや多弁さや他者へ干渉みられているため、引き続き精神症状観察し他者トラブルに注意していきましょう。
・大橋　照子様～朝食主食２,３口のみ、昼食不食しています。腹痛あり、頓服の促しには「それほどではない。」と拒否しています。バイタルサインに異常はなし。食事摂取量少ないため、水分だけでも摂取できるよう促していきましょう。
・夏坂　浩美様～過干渉のある患者様より頻回に話しかれることあるがトラブルなく過ごしています。本日午前中「複数の声で幻聴が聞こえる」と訴えあり頓服使用しています。内服後は幻聴の訴えはない。日課も支障なく行うことできています。
・小笠原　文人様～気分高揚さあり、独語や他者への過干渉みられている。他者トラブルとならないよう注意していきましょう。
・石井　幸子様～自室に「退院します」と書置きを残し、Ａユニットのテンキードアの前に荷物をまとめて立っている。「退院します。」「娘が迎えに来てるので。」と頑なになる様子あり。再三の声掛けにて自室へ戻ることできています。退院要求は続いているため所在確認強化していきましょう。また、服薬自己管理しているが曜日感覚がなく、セットが正しくできていないため、自己管理方法を検討していく必要あり。退院要求や服薬自己管理について主治医へ情報提供してください。
＜SST評価＞

Ａユニット～上川原　豊様：やや多弁であり、他者の話に割り込む様子あり。
ＡＬ～竹洞聡様：集中力低く、目標を思い出せないことやまとまりなく話す様子あり。

　　　山口良枝様：断酒意思は90％位と話される。退院後、ストレスで再飲酒してしまうのではないかと不安あり。

ＡＢグループ～問題なく取り組まれている。

ＣＤグループ～小笠原　文人様：気分高揚さあり終始独語しているが最後まで取り組むことできている。
≪工藤　綾子様　麻薬管理方法≫

１．オキシコドン(5) 1cp　2×1　　朝8：30　夜　20：30　
　　オキシノーム散2.5g　1包　疼痛時　1日2回を目途（1時間以上あけて）
　　1日分ずつ管理となる。ただし、日曜日に関しては薬剤師不在の為、２日分を病棟保管とする。
２．毎朝　9:30　モーニングミーティング終了後、SGM、JGM、AOMが前日の残包及び使用済み薬包を薬剤師に直接手渡しし、管理票に記載する。管理者不在の場合は事前に病棟リーダーが渡し行くことを管理者がメールで連絡することとなる。
３．麻薬及び頓服薬を使用した際は、
　　①管理票に、使用者氏名、を記載。
　　②フローシート最下部に赤字で服用時間、赤字で○麻を記載。
　　　同様に看護記録にも、服用時間、赤字で○麻を記載する。
4．麻薬の管理は東病棟に置くことになるので、必要時に都度、東病棟Bユニットに取り

に行く。受け渡しをした際看護師は管理票へ記入し押印する。(西・東スタッフともに)

　　西病棟管理者が勤務時には管理者が、不在時には病棟リーダーまたは夜勤勤務者が取

　　りに行く。

取りに行った際には、所定場所のカギを東病棟スタッフに借用し、開錠、麻薬をとる

ことにする。その際には、東病棟スタッフに声をかけることを忘れないようにするこ

と。
　　
(管理票記載について)
1 薬局から持ってきた看護師は「持参Ns」の欄に名前記入か押印実施。
(基本SGM・JGM・AOM不在の場合は病棟リーダー)
2 東病棟へ保管した看護師は、「持参NS」へ押印。薬の保管を確認した東病棟スタッフも押印実施。
3 麻薬を投薬した看護師は「投薬NS」の欄に「時間」「錠数」「名前」を記入。
4 東病棟へ返却した看護師は「持参NS」へ押印。返却を確認した東病棟スタッフも押印実施。
※オキシコドンとオキシノームは用紙が別なので注意してください。
※原則として麻薬の返却、保管、投薬等実施時は「一行為一行」で記入してください。
